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研究成果の公開─最近開催されたシンポジウムから

機関研究「文化遺産の人類学―グローバ
ル・システムにおけるコミュニティとマ
テリアリティ」
国際フォーラム
「中国地域の文化遺産―人類学
の視点から」

日時：2015年1月24日（土）～25日（日）
場所：国立民族学博物館
主催：国立民族学博物館
企画： 河合洋尚（国立民族学博物館） 

飯田　卓（国立民族学博物館）

中国は世界でも有数の文化遺産を抱え
る国である。ユネスコの世界遺産に登録さ
れている有形文化遺産の数は世界第 2位
であり、無形文化遺産の数は世界第 1位
である。さらに、21世紀に入ると、中国
では国家の主導で数多くの民間工芸、民間
芸能などが無形文化遺産に登録されるよう
になっており、民間の生活文化に多大な影
響を及ぼしている。
本フォーラムでは、基調講演に招いた

阮雲星（浙江大学人類学研究所）、劉正愛
（中国社会科学院人類学民族学研究所）、兼
重努（滋賀医科大学）らは、文化遺産登録
により生じた政府－民間－芸術団体の参
与や葛藤について報告した。続いて、第 1

部を「中国の有形文化遺産」、第 2部を「中
国の無形文化遺産」とし、合計 10名の発
表が行われた。第 3部では庄孔韶（浙江
大学人類学研究所）による特別講演のあと、
総合討論を行った。
日中の研究者が一堂に会した本フォー

ラムでは、文化人類学的・民族学的立場か
ら、中国の人々の文化遺産へのかかわり、
および人類学者の文化遺産への関与につい
て議論を深めることができた。

機関研究「文化遺産の人類学―グローバ
ル・システムにおけるコミュニティとマ
テリアリティ」
国際フォーラム
「紛争地の文化遺産と博物館」

日時：2015年2月7日（土）
場所：国立民族学博物館
企画： 菅瀬晶子（国立民族学博物館） 

飯田　卓（国立民族学博物館）

今日、世界各地で紛争が起き、そのたび
に多大なる破壊行為が繰り返されている。
文化財もまたその被害を免れることはでき
ず、特定の民族集団や思想の象徴として破
壊行為の標的とされることも珍しくはない。
紛争終結後の修復も困難であり、文化財は
常に政治利用の危険にさらされている。
本フォーラムでは、長引く内戦のため

に文化遺産の継承がきわめて困難な状況に
あるシリアの事例をユーセフ・カンジョ
ウ（国立民族学博物館客員教員、アレッポ
博物館長）が報告した。また、紛争のただ
なかにあり、ナショナリズム鼓舞のために
文化遺産保護に高い関心が注がれているも
のの、博物館がいまだ方向性を暗中模索し
ているパレスチナ自治区の事例を菅瀬晶子
（国立民族学博物館）が紹介した。その後、

山崎やよい（シリア支援プロジェクト「イ
ブラ・ワ・ハイト」発起人）、𠮷田憲司（国
立民族学博物館）を交え、討論を行った。
紛争下にある地域で文化遺産を保護するた
めに留意すべき点や、文化遺産の重要性を
次世代へ伝えてゆくために、博物館や教育
機関が果たすべき役割について、あらたな
視点を提供することができた。

機関研究「民族学資料の収集・保存・情
報化に関する実践的研究―ロシア民族学
博物館との国際共同研究」
国際ワークショップ
「民族学資料の展示への利用とソ
ースコミュニティとの協力関係」

日時：2015年3月10日（火）～12日（木）
場所：国立民族学博物館・アイヌ民族博物館
企画：佐々木史郎（国立民族学博物館）

本館の展示の基本方針である「フォー
ラムとしての博物館」と「同時代の展示」
を実現していくためには、展示される文化
を持つ人々や、それに関する資料やデータ
を提供してくれた人々との協力関係の構築
が不可欠である。そのような人々の社会は
近年「ソースコミュニティ」と呼ばれるよ
うになっている。本館のように、一定規模
の予算と巨大な展示・収蔵スペース、各種
資料を有する博物館が、さまざまなソース
コミュニティとどのような関係を結ぶのか
という問題は、日本ではまだそれほど注目
されていない。
本ワークショップでは、まず民博にお

いて、日本の事例とともに、従来からソー
スコミュニティと協力関係を築いてきたロ
シアとアメリカ、そして日本と同様に近年
そのような関心を持ち始めた韓国の、国立
の博物館、またはそれと同等の規模と経営
母体を持つ博物館の事例をとりあげて比較
し、この問題を考え直した。2日目はアイ
ヌ民族博物館において、現在のアイヌ民族
博物館の取り組みについて議論した。
これらの議論は、本館の今後の展示方

針のみならず、我が国の文化人類学、民族
学、あるいは博物館の資質が問われる事業
となり得る、国立の「アイヌ文化博物館」（仮
称）の構想を考える上でも、理論的な基礎
に寄与するものとなった。
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